
 

◎ 新聞を読むと正答率が上がる？（全国学力・学習状況調査の結果から） 

４月１８日中学３年生と小学６年生を対象に「全国学力・学習状況調査（全

国学力テスト）」が行われました。その結果が発表され８月初めの新聞に掲載

されていました。熊本県の小学校の結果は、全国公立学校平均正答率と比べる

と若干下回る結果で、国語（全）６７．２％、（熊）６７％、算数（全）６

２．５％、（熊）６１％でした。識者談話を読んで見ると、「基本的な力は定

着している様子は見られる。ただ、記述式の問題は正答率が低く、条件の一部しか満たしていないも

のも多い。何から手をつければ良いかわからないと回答を断念してしまう子どももいる。」と話され

ています。 

これとリンクするかわかりませんが、文部科学省が新聞を読む頻度と平均正

答率を分析したところ、小学６年生の新聞を読む頻度と平均正答率は、国語の

正答率で、ほぼ毎日が７５．９％、週１～３回程度が７４％、月１～３回程度

が６９．５％、ほとんど全く読まないが６５．８％でした。算数も国語と同じ

ように新聞を読まないほど平均正答率が下がるという結果が出ています。 

新聞を読む習慣については、２０１３年度調査で「ほぼ毎日」小６が１２．２％、中３が１０．

３％、今回は小６が４．４％（７．８％減）で、中３が２．６％（７．７％減）という結果で、今の

子どもたちは新聞を読まなくなってきているようです。 

今は私も毎日新聞を読みますが、小学生時代に読んでいた覚えはありません。新聞は文書もしっか

りしていますし、誤字などめったにありません。表現の仕方も勉強になります。内容も毎回変わり、

新聞を読んでいるときも、自然と生活を考えながら読んでいるように思います。それを考えると新聞

を読むことで国語の力をつけることができるのかもしれません。 

国語力が上がると文章を理解すること、問題を読み解く力にもつながり、他の教科にも影響してい

ると思います。 

新聞を読むことは小学生にとって難しいことだと思います。しかし、毎日繰り返し読むことで読め

なかったものが読めるようになり、知らなかったことを知り、興味を持ったことについて調べ始める

など、いろんなことにつながるかもしれませんね。 

新聞についての記事は「新聞を読むほど好成績」という見出しでした。今回の調査データを見ると

新聞を読む頻度が多いと正答率が高い結果になっています。読めば必ず正答率が上がるのかと聞かれ

ると「必ず上がります。」と答えられる人はいないと思います。しかし、確実に

言えることは、毎日文字に触れること、文章に親しむことを繰り返していくこ

とはとてもいいことであり、悪いことではないということです。「ちょっと新

聞は難しいな。」と思う人は、図書室の本を毎日少しずつ読むことから始めて

はどうでしょうか。面白い本がたくさんあります。読んでいるうちに新聞もす

らすら読めるようになるかもしれません。 
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２学期が始まり約１週間。暑くてむしむしする日が続いていますので子どもたちも疲れている
のではないでしょうか。学期の始まりは、体が慣れず疲れたり、長い休みの後は少し心が疲れ
たりする時期でもあります。 ご家庭で気になることがありましたら担任にご相談ください。 

８・９月の生活のめあて『自分から進んで、あいさつをしよう』です。 
「おはようございます。」「こんにちは。」「いってきます。」「ただいま。」「おかえりなさい。」「いただき
ます。」「ごちそうさま。」「おやすみなさい。」など、あいさつにはいろいろあります。あいさつがない社会を
想像すると「寂しい」ですよね。 
子どもたちの多くはあいさつをすると返してくれます。そこに「自分から進んで・・・。」と付け加えると少なく
なりますね。「進んで 笑顔で あいさつ」ができるといいですね。 


